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第００２８号  平成２６年９月発行 

 平成24年 11月の「厚生労働省 国民健康・栄養調査」によると、糖尿病有病者は約950万人

にのぼり、予備軍を併せると約2050万人と推定されています。これは、男性の27.3%、女性の

21.8%が、糖尿病か予備群であることが示されたことになります。しかしながら、最も問題と思わ

れますのは、糖尿病が強く疑われる人の中の約3割の人が「ほとんど治療を受けていない」ことで

す（図１）。これは、病院に行く時間 

がない、面倒くさいという理由が考え 

られ、我々のような小回りの利かない 

病院にも責任であろうと思います。患 

者様に受診行動を引き起こさせるのは、 

地域に密着した先生方のお力が必要で 

す。患者様の予後の改善のためにも、 

積極的な受診と通院継続にお力添えを 

お願いします。 

 近年、糖尿病の治療薬が次々と開発されており、経口血糖降下剤としては大きく７系統に分類さ

れています。今春、日本糖尿病学会では経口血糖降下剤を作用機序に基づいて分類を変更しました

（図 2）。病態を把握し、至適薬剤との対応がよりわかりやすくなったものと思われます。これら

の薬剤の中には、その作用機序より、単剤では低血糖を引き起こしにくく、外来でも安全に使用で

きるものも少なくありません。しかし、単剤で十分な糖尿病コントロールが得られず、併用療法が

必要な場合も多々見受けられます。新規薬剤が多くある中で、どの薬剤とどの薬剤を組み合わせる 

と良いかの情報は、まだ十分では 

ありません。北勢地区の勉強会な 

どを通して、地域の先生方と情報 

を共有してゆきたいと考えていま 

す。 

これら新規薬剤の開発に伴い、 

糖尿病治療成績が改善していま 

す。しかし、糖尿病データマネジ 

メント研究会の2013年の報告 

では、２型糖尿病患者の平均 

HbA1cは糖尿病学会が目標とす 

る 7.0％未満には達していません 

（図 3）。さらに治療に工夫が必要 

であると思われます。（次ページへ） 
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桑名西医療センター救急外来では診察を行う患者様に対し、診察前に看護師があらかじめ病状

を確認させていただき、緊急度や重症度を判断し、より早急に治療を要する方から優先して診療

を行う“院内トリアージ体制”を整え、平成 26 年 7 月から実施し、合わせて『院内トリアージ

実施料』の算定を始めました。 

救急車ではなくご自身で来院する患者様の中にも、急性心筋梗塞や脳卒中など来院した後に症

状が悪化し、緊急処置が必要になる患者様が含まれている場合もあります。特に休日や時間外は、

限られた医師や看護師での対応の中で、様々な状態を見逃さず、適切に早期治療を行うことが重

要です。当院の緊急度判定は4段階で、主症状やバイタルサイ 

ンなどから5分程度で緊急度を判断します。素早く的確に判断 

できるよう、主症状別に確認内容や注意点などのフローチャー 

トを作成し、院内共通の判断基準を設けました。受付順の診察 

ではないため、待ち時間が長くなる患者様もいらっしゃいます 

が、お待ちいただく間も、緊急度に応じて定期的に状態の再評 

価を実施し、ご気分や症状の変化などの訴えにもすぐに対応致 

します。 

 院内トリアージは、限られた医療資源を適正に利用し、緊急 

度が高い患者様へ早期に治療を行うことで生命を救い、社会復 

帰率を向上させることが最大の目標です。これからも、より的確な院内トリアージを目指して、

判断を行うスタッフのレベル向上に取り組んで参ります。 

西医療センター 

 多くの症例の中には、経口剤だけではど 

うしても良いコントロールが得られないこ 

とを経験します。このような時には、イン 

スリン療法が必要となってきます。しかし 

ながら、低血糖を怖がるあまりに、また、 

患者様への説明が厄介なために、導入が見 

送られていることがあります。患者様のこ 

とを考えますと、早急な導入が望ましいと 

考えています。当院糖尿病外来では、入院 

する暇がないと言われる患者様にも対応す 

るように、外来でのインスリン導入を実施 

しています。患者様に十分説明した上で、 

強化療法あるいは BOT（基礎インスリン+経口血糖降下剤）療法かを選択していただいています。

インスリン導入が苦手な先生方がいらっしゃいましたら、ご紹介いただければ導入だけお手伝いさ

せていただきます。 

 私は当院で診察を始めて 13 年になります。この間に病院とクリニックがそれぞれに得手、不得

手を持つことを実感してきました。病院とクリニックがそれぞれを補完しながら、地域医療を支え

てゆく必要があると思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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7 月 31 日、患者様とゆかりのある訪問医や訪問看護師の方々をお招きして、医師、看護師、薬

剤師、理学療法士、栄養士、MSWの多職種で3名の患者様のデスカンファレンスを行いました。 

デスカンファレンスは、昇天された患者様に哀悼の意を表すとともに、患者様やご家族に提供し

た治療やケアを振り返り、今後の治療やケアの質を高めることを目的としています。桑名西医療セ

ンター緩和ケアチームでは、平成26年度より定期的にデスカンファレンスを行っています。 

今回のデスカンファレンスでは、昇天された患者様へ1分間の黙禱を行った後、患者様やご家族

の入院時の様子や自宅での様子、昇天時の様子を参加者で共有し、退院支援や地域連携する際の課

題などについて話し合うことができました。 

参加者からは、「患者様がどのように亡くなられたのか知ること 

ができて、区切りをつけることができました」など参加者自身の 

グリーフにつながったという意見や、「みんなから意見を聴けて興 

味深かった」「在宅ではこんなことをしているんですね…」など参 

加者同士の理解が深まったという意見がありました。 

訪問医や訪問看護師の方々と一緒にデスカンファレンスを持つ 

ことができたことは、お互いの思いや役割を理解することができ、地域連携を強めていきたいと考

えるよいきっかけになりました。今後も、地域関係者の皆様をお招きしてデスカンファレンスを行

い、患者様やご家族の“笑顔”につなげていきたいと考えています。 

 

＜東医療センター＞ 

○皮膚科・・・安冨医師は8月31日付で退任致しました。 

       9 月からの外来は火曜日の山中医師の診察のみとなります。 

○小児科・・・登医師は8月31日付で退任致しました。 

       外来診療体制を変更しております。外来診療案内をご確認ください。 

医師の退任

および 

診療変更 

について 

平成26年 8月 20日に当法人の修学資金貸与者の学生を対象と 

した交流会を開催しました。交流会には1年生～4年生までの学生 

総勢 83名が参加し、学年ごとに自己紹介とグループワークを行い 

ました。看護学生交流会は、将来同じ職場で働く者として親睦を図 

ることを目的に昨年度から開催しています。また、グループワーク 

では、1年生は『看護職を目指すために必要な事』をテーマとし、 

学生時代にどのようなモチベーションで何を身につける必要があるかを認識する事、2年生は『自

己管理と時間管理』をテーマに実習に向けて必要な自己コントロール方法を見出す事、３、4年生

は『社会人としての心がまえ』をテーマに社会人としての意識付けを行う事を目標にしています。

参加者は積極的に意見交換し、真剣に話し合っていました。学生同士の交流もでき、思った以上の

成果があったと感じています。 

将来、この思いや学びを忘れずに、病院のチームの一員として活躍してほしいと思います。 
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桑名地区病診連携パスの運用が開始されました 

桑名市総合医療センター 地域医療室  

 
 

 

桑名東医療センター（旧山本総合病院） 
   住所 三重県桑名市寿町三丁目１１番地 

 電話 ０５９４－２２－１２１１（代表） 
   FAX ０５９４－２２－９４９８（代表） 
  ＜地域医療室＞ 電話 ０５９４－２２－２１１０ 

FAX ０５９４－２２－２１６６ 
 

桑名西医療センター（旧桑名市民病院） 
住所 三重県桑名市北別所４１６番地１ 

   電話 ０５９４－２２－７１１１（代表） 
FAX ０５９４－２４－１５０６（代表） 

  ＜地域医療連携室＞ 電話 ０５９４－２２－７２０８ 
             FAX ０５９４－２４－１５８１ 
 

桑名南医療センター（旧桑名市民病院分院） 
     住所 三重県桑名市中央町一丁目３２番地１ 
   電話 ０５９４－２２－０６５０（代表） 
   FAX ０５９４－２２－５６０８（代表） 
  ＜地域連携室＞ 電話 ０５９４－８２－６８８９ 
               FAX ０５９４－２２－５７７１ 

地方独立行政法人 桑名市総合医療センター 

 

◆シャトルバスをご利用ください◆   ＊桑名駅と３病院の間を循環しています。 
＊始発は桑名駅8:00発、最終は桑名駅16:00発（桑名西医療センター終着） 

＊午前最終は桑名駅11:30発、南医療センター11:33発、東医療センター11:38発、西医療センター11:50 

発（桑名駅終着）です。午後の始発は桑名西医療センター12：50発です。 

 

 

桑名駅（毎時00分、30分） 桑名南医療センター（毎時03分、33分） 

桑名西医療センター（毎時20分、50分） 桑名東医療センター（毎時08分、38分） 

約３分 

約１２分 

約５分 約１０分 

桑名市総合医療センター 

＜基本理念＞  最良の医療を提供し、地域の皆さまから信頼され必要とされる病院を目指します。 
 

＜基本方針＞  ① 患者さまを中心に考え、真心・思いやり（忠恕）の医療を提供します。 
         ② 医療の水準と質の向上に努め、安全性を確保します。 
         ③ 地域の皆さまに安心していただける中核病院としての責任を永続的にはたします。 
         ④ 患者さまおよび職員にとって魅力ある病院をつくります。 

  
 

当院に受診されていない方も、興味のある方はどなたでもご参加ください。 

 予約制の教室は、定員に達し次第、締め切らせていただきます。 
 

日 時：９月１８日（木）１３：００～１４：３０（15分前までにお越し下さい） 

テーマ：正しいラジオ体操でやせる！ 

参加費：８００円（デザート代込み） ※昼食は付きません。 

      ＊予約制です。ご希望の方は０５９４－２２－７１１１（代表）へお電話ください。 
 

   ※偶数月の第一火曜日に開催しています。  

日 時：１０月７日（火）１３：００～１４：３０（10分前までにお越し下さい） 

テーマ：『肝炎』ってどんな病気？（ウイルス性肝炎や脂肪肝など） 

参加費：無料  ※昼食は付きません。 

＊予約は必要ありません。当日会場へ直接お越しください。 
   

   ☆５月、８月、１１月の3回シリーズで減塩の基本から応用まで説明します。 

3回シリーズですが、各会のみの参加でも減塩について学べる内容にしています。 

    日 時：１１月１８日（火）１２：３０～１４：００（10分前までにお越し下さい） 

    テーマ：減塩の応用③ ～減塩寿司を食べながら～ 

    参加費：１５００円（お寿司代込み）   

＊予約制です。ご希望の方は０５９４－２２－７１１１（代表）へお電話ください。 

 

【法人事務局】住所 三重県桑名市寿町三丁目１１番地 

 電話 ０５９４－２２－12１１（桑名東医療センター代表） 

 

外来棟３階図書室へお越

し下さい。 

＜桑名西医療センター＞ 

減塩寿司は、 

『平和寿司』に 

お願いしています。 


